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研究成果の概要（和文）：　本プロジェクトは、国内外の文化遺産のデジタルドキュメンテーションと、これを
活かした景観考古学を推進した。
　本研究における文化遺産のデジタルドキュメンテーションは、遺物・遺構・遺跡・遺跡周辺・遺跡が所在する
地域の地形環境など、様々な空間スケールの資料を対象とする。しかもそれらは三次元形状と色情報をもつ点に
特徴がある。本プロジェクトの景観考古学は、この様々な空間スケールの資料を時空間情報を軸に統合し、過去
の景観を仮想復元して、景観構成およびその変化と社会の関係を検討した。
　また、デジタルドキュメンテーションに必要な知識と技術を現地調査やワークショップを通じて国内外の研究
者に広く伝えた。

研究成果の概要（英文）：This project tackled digital documentation of cultural heritage both in 
Japan and abroad and the landscape archeology making use of this data.
Digital documentation of cultural heritage in this research covers materials of various spatial 
scales from relics to topography of the area where ruins are located. Landscape archeology of this 
project unifies the materials of this various spatial scales around spatiotemporal information, 
virtual reconstruction of the past landscape, and clarifies the landscape composition and its 
relationship with society.
This project also spread knowledge and skills necessary for digital documentation to research 
institutions through field surveys and workshops.

研究分野： 考古学

キーワード： 文化遺産のデジタルドキュメンテーション　景観考古学　三次元計測　可視化　教育普及　日本　モン
ゴル　ウズベキスタン

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
 （1）国内外の研究動向および位置付け 

日本考古学の黎明期において、その先導的
役割を担った濱田耕作は、「所詮三「ダイメ
ンション」を有する品物は、矢張り三「ダイ
メンション」のものを以ってしなければ、其
の眞の性質を傳へることは困難である」と述
べた。この濱田の指摘から約 80 年後のこん
にち、光波測距儀や３次元レーザースキャナ
などの３次元計測機材が開発される至り，考
古資料の３次元的な記録や研究に徐々に導
入されようになった。 
 しかし，これまで考古資料のデジタルドキ
ュメンテーションは、遺物・遺構・遺跡の別
に実施され、取得されたデータは分散したま
まであることが多かった。また景観考古学は、
「機能主義的な空間分析と構造主義的な象
徴研究」を中心に展開してきた。 
 だが、文化の内部に入り込み，古景観と人
間や社会の関係をより深く理解し，人類史的
視野に立った研究を行うには、対象を個別に
捉えるのではなく、歴史的・地理的に脈絡あ
るものは一体的に捉え、それらの情報を総合
すること。そして定性的な研究と定量的な研
究を融合させ、新たな景観考古学の研究方法
を確立する必要がある。この課題は、1990
年代にはすでに認識されていたが、遺跡の記
録技術や学際的かつ膨大な資料を総合する
情報基盤の脆弱さなどのため，解決されるこ
とはなかった。 
 また遺跡の発掘調査は、現場に立つ者に立
体的で色鮮やかな過去人類の活動痕跡を提
供するが，これまでの考古学は、発掘調査報
告書に代表されるように、モノクロームで二
次元的な表現と情報の共有が中心であった。
だが近年の科学技術の発達は、考古資料の形
や色を“あるがまま”に近い記録と表現を可
能にした。こうした技術や知恵を積極的に取
り込み、より人間の本質に近づくような研究
と、文化遺産を社会にさらに還元できる仕組
みの構築が考古学にも望まれていた。 
 
 （2）着想に至った経緯 

そこで研究代表者は、平成 23 年度から 3
年度にわたり日本学術振興会特別研究員 PD
として、課題「考古資料の３次元デジタルド
キュメンテーションとこれを活用した景観
考古学の刷新」に取り組み，これまでの国内
外での現地調査の経験と GIS を用いた古景
観の考古学的研究のノウハウを基礎に、３次
元レーザースキャナなどの圧倒的な質と量
の情報を得る記録方法を導入して，より実態
に近しい考古資料のデジタルドキュメンテ
ーション方法を確立し，新たな景観考古学の
実践を図ってきた。 

このような取り組みや研究協力者との議
論を通して、文化財行政的にも考古学研究的
にも考古資料は文化遺産と連続するもので
あり，申請者のこれからの研究は研究対象を
考古資料に留まらせることなく，より広い文

化遺産に拡大し，研究を実践する必要性を強
く認識することとなった。そして，この対象
の拡大は，国内外の考古学のみならず文化遺
産学や文化財科学の発展に大きく貢献でき
ると着想した。 

 
２．研究の目的 
本研究の全体構想は、文化遺産のデジタル

ドキュメンテーション方法の確立と、これを
活用した景観考古学の展開である。そのため
に、（1）考古資料を中心とする文化遺産のデ
ジタルドキュメンテーション方法の確立、
（2）文化遺産のデジタル資料を活用した景
観考古学研究の深化、（3）文化遺産のデジタ
ルドキュメンテーション方法の伝達と活用
の３つを目指す。本研究によって、考古学研
究ひいては人類史研究への寄与、そして一般
社会への文化遺産の還元を果たす。 
 調査対象は、これまで継続的な調査を実施
してきた、沖縄県久米島のグスク群、北陸・
東北地方の古代・中世寺社、中央アジアウズ
ベキスタン共和国のシルクロード遺跡、モン
ゴル国の重要文化遺産に指定されている遺
物と遺跡である。 
 
３．研究の方法 
（1）文化遺産の３次元デジタルドキュメ

ンテーション方法の確立 
 飛躍的に開発が進む３次元計測機は、これ
までの手法では不可能であった質と量のデ
ータを取得できる。さらにこれまで培ってき
た記録方法を組み合わせ、対象をより忠実に
記録することができる。デジタルドキュメン
テーション全体の手法を向上させることが
目的である。劣化や消失の可能性を完全には
払拭できない文化遺産を、デジタル文化遺産
として未来に残し伝えることに寄与する。 
 
（2）文化遺産のデジタルドキュメンテー

ションデータを活用した景観考古学研究の
展開 
 取得した３次元デジタルドキュメンテー
ションデータに加えて、これまでの発掘調
査・測量調査・地中物理探査・古環境調査な
どの成果や、航空写真・衛星画像・古地図な
どの資料を GISを用いて統合し、遺跡の景観
復元を行う。散り散りになっていた遺跡に関
わる様々な資料を組み合わせることによっ
て古景観を復元し、既存の枠組みにとらわれ
ない地理的範囲を設定し、その場に広がる遺
構群の集合体として地域を捉え、その地域に
現れた遺構や遺物の時空間動態から、人間社
会と景観の関係を検討する。 
 
（3）文化遺産のデジタルドキュメンテー

ション手法の伝達と成果の還元 
 本研究で開発する３次元デジタルドキュ
メンテーションの方法は、人材育成を目的と
して調査を通じて研究機関に伝達する。また
研究成果は国内外で積極的に発表してノウ



ハウの共有を図る。文化財のデジタルドキュ
メンテーションデータは、各研究協力機関が
構想しているデジタルミュージアムにてデ
ジタル文化財として発信し、世界の誰しもが
本研究の成果を享受できるようにする。 
 
４．研究成果 
（1）初年度の 2014年度は、フィールド調

査と資料の整理を中心におこない、成果の公
開は学会や公開シンポジウムなどで発表し
た。フィールド調査は、ウズベキスタン共和
国、モンゴル国、日本などで実施した。 

 
（2）2 年目の 2015 年度も引き続き、フィ

ールド調査とデータの整理、および国内外で
の発表をおこなった。特に調査の点では、
SfM-MVS などを用いて遺物などの小型の文化
遺産を低コストで三次元記録する手法の開
発と実践を深化させた。 
この年の特筆すべき成果として、モンモン

ゴル国初発見の壁画墓の三次元デジタルド
キュメンテーションを挙げたい。この調査は、
モンゴル国文化遺産センターの依頼により
着手し、古墳内外部の三次元計測を遂行した
（図 1・図 2・図 3）。この成果は、UNESCOに
よる遺跡保存・保護のための基礎資料として
利用されることになった点は大きい。 
 

図 1 壁画墓の東壁（青龍） 

図 2 壁画墓の西壁（白虎） 
 

さらに、中央アジアシルクロード最大級の
都市アフラシアブの離宮と評価されている
ウズベキスタン共和国カフィル・カラ城の調
査では、遺跡の中心部（シタデル）の北側中
央からソグド時代（8 世紀初め頃）の大型建
物跡を検出し、翌年この区画から壁画を検出
した（図 4・図 5）。この大型建物区画の遺構
は完全に明らかになっていないため、2017年
度以降の調査で完掘し、本遺跡の性格を明ら
かにしたいと考えている。 
 

図 4 カフィル・カラ城のシタデルとタワー 
 

図 5 検出した大型建物跡 
 
国内では石造物を考える上で重要な石工

技術を検討するための三次元計測手法を検
討した。具体的には石材から分割して石を割
るための矢穴の三次元デジタル計測を検討
した。その結果、これまで困難であった矢穴
の三次元形状を詳細かつ正確に簡易な道具
で記録可能にした（図 6・図 7） 

 

 
 
 
 図 3 壁画墓の東西壁（儀衛・戟等） 

 

図 6 矢穴の 3次元モデル 

 



図 7 矢穴の断面比較 
 
（3）最終年度の 2016年度は、フィールド調
査とデータの整理を継続しつつ、景観考古学
的な視点から調査データの分析を進めた。そ
の成果は日本考古学協会や日本文化財科学
会および海外で開催された国際シンポジウ
ム等で発表したほか、これまでの研究成果は
WAC（世界考古学会議）において、景観考古
学研究に関する研究成果と、文化遺産のデジ
タルドキュメンテーションに関する教育に
ついて海外での取り組みを発表した。 

またモンゴルで開かれたモンゴル東部に
おける遺跡の保護と活用に関する国際会議
に招待され、遺跡の記録について報告し、大
きな支持を得た。今後も継続的にプロジェク
トを実施し、モンゴル国文化遺産調査におけ
るデジタルドキュメンテーションの向上を
図っていきたい。 

さらに、土器表面や美術工芸品の微細な痕
跡はこれまで接触式あるいは高価な機材を
利用しなければ記録できなかったが、これを
低廉な仕組みで可能にする仕組みを考案し、
実現した。この仕組みによって、例えば土器
表面に残された幅 1㎝未満のイネ籾の圧痕や、
幅 2.5㎝ほどの根付に施された微細な細工を
記録できるようにした。 
現在 Web上で誰もが三次元モデルを閲覧で

きるサービス Sketchfab上で、大英博物館所
蔵根付コレクションの公開が開始されてい
る。この根付の三次元モデルは、上述のアイ
デアを応用した仕組みを研究代表者が考案
し、作成しているものである。 
 このほか、文化遺産の三次元デジタルドキ
ュメンテーション方法を洗練させることに
より、研究や方法論の普及についても多数の
進展があった。 
 得られた研究成果は国内外の学会やワー
クショップで発信し、多くの反響を得た。本
研究成果を知り自らの手で文化遺産の三次
元デジタルドキュメンテーションに着手す
る研究者も数多く生まれた。今後も継続して
発展させたいと考え、中長期的な研究計画の
立案とこれを実現させるための研究組織の
構築、成果のさらなる発信を進めている。 
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